








































































































































































































































































































来室児 性別 主 訴 初 診 時の 午 齢 初診時の年 月 日 居住地 来 室 経 路 相 談回 数 処 理状 況
Y.Ⅰ 男 自 閉 的 傾 向 4歳1カ月 198110/23 上田市 保 育 園 15回 継続
S.I 男 言 語 発 達 遅 滞 3歳3カ月 198111/13 上田市 上田市保健相談室 13回 中断
R.M 男 遺 糞 5歳1カ月 198112/4 上田市 上田市保健相談室 12回 継続
R_M 女 母親との分離不安 6歳1カ月 19823ノ5 上田市 上田市保健相談室 2回 終結
K.S 罪 攻 撃 行 動 5歳5カ月 19823/12 上田市 保 育 園 14回 継続
T.K 男 精 神 発 達 遅 滞 2歳3カ月 19824/17 上田市 1歳 6カ月健診 1回 終結
JーM 男 自 閉 的 傾 向 4歳6カ月 19825/22 更埴市 母 親 8回 継続
T.K 罪 精 神 発 達 遅 滞 5歳5カ月 19825/29 上田市 保 育 園 4回 継続
Y.Ⅰ 男 精 神 発 達 遅 滞母親の養育態度 2歳3カ月 19827/3 上田市 1歳 6カ月健診 4回 継続
N.T 男 チ ッ ク 7歳10カ月 198210/15 上田市 上田市保健相談室 1回 継続
Y.N 男 精 神 発 達 遅 滞 2歳6カ月 198210/15 上田市 1歳 6カ月健診 2回 継続
K.K 罪 精 神 発 達 遅 滞 1歳8カ月 198210/29 上田市 1歳 6カ月健診 1回 継続
4 今後の問題
第一に相談室の力量の問題である｡筆者も含め
て相談活動に従事しているメソバーは,障害の原
因論や診断論,治療論についての学習,母親面接
や遊戯面接の実践的研贋に着実な努力を重ね,相
談室の力量を相互にレベルアップする必要性が痛
感される｡
第二に上記のことと関連して,ケースカンファ
レンスを充実していくことが急がれる｡その際,
適切な外部の専門家の参加を求め,本相談室がも
つある種の雰囲気の偏 りにとどま りがちな我々
に,新たな角度からの示唆を与えてもらえるよう
な機会も必要と思われる｡
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第三に他の相談機関,医療機関,福祉機関との
連携を密にし,相互に情報を交換しあい,当該ケー
スにもっとも望ましい対処の方策を追求できる
ネットワーク作りがある｡
第四に本相談室の運営には,本学学生の主体的
参加が望まれ 現に参加している意欲的な学生も
いる｡しかし学生参加のシステムが不明確であり,
検討課題として残されている｡
以上,いくつかの問題点を指摘したが,これ以
外にも問題点は多々みられ,本相談室はいまだ揺
藍期にあるといってよいだろう｡設備面の充実と
あわせて,こうした山積する問題に取り組んでい
きたい｡
おわりに
長野大学心理学研究室に子どもの相談室が弧々
の声をあげて1年が経過し,曲りなりにも相談活
動が持続されてきている｡正直なところ相談室開
設の当初は,交通の便の悪い本学まで母親が小さ
い子どもを連れてどのくらい来てくれるだろうか
といった不安があったoLかしこの1年間に12組
の母子が釆重し,相談回数は77回に達しているの
であり,上田地域においても子どもの心理相談の
潜在的需要の多きに改めて気づかされた思いがす
るβ こうした心理相談を必要としている子どもた
ちとその母親に,この相談室が些かなりとも援助
の手を差し伸べることができれば幸いである｡息
の長い相談活動となるよう努力していきたいと考
えている｡
く謝辞)
本相談室の活動を終始あたたかく見守っていてくださ
る本学の諸先生がた,また様々なお願いを快くお引き受
け下さり,ご便宜をはかって下さる職員の方々に,心よ
りお礼申し上げます｡
本相談室の活動に参加して下さっている方々は,以下
のとうりである｡記して感謝の意を表します｡
木内幸恵(本学聴講生),小合沢真佐子 (本学聴講生),
吉沢きよ江(本学卒業生,現稲荷山養護学校),小野塚
智子 (本学卒業生),林明徳 (本学3年生),大鼓ゼミ
生諸氏
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